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ここに描かれているのは，商品生産と，交換価値が至高の価値左して人間存在を規定して

しまう社会の中で，人間自身が商品化される現象のひとつのエピソ ードである。ジ ョンは通

俗的な Hヤマ師"の典型であろう。交換価値を高めるために手のこんだ細工が加えられ，外

見だけ磨きたてられた商品，チャラチャラした七つ道具で，高く売りつけようと自分自身を

飾りたてる主人公のジョンはまさにこれらの商品と変りわなし、。今日われわれの身の周りに

この手の人聞を見つけるのに苦労はなし、。さまざまな形をとってこの種の疎外現象は現われ

ている。例えば，業績主義のとりことなって，真理探究の成果としてでなく，もっぱら点数

稼ぎのために薬にも毒にもならぬーーだからますます有害無益である一一論文の不毛な量産

の奴隷となっている学者先生の姿などはまさにこれであろう。

ケラーは，商品社会の中で‘疎外された人間の生きざまを独特のフモールに包んで、描ききっ

ているといえる。

さて，ジョン ・カビスと基本的には全く同類の人物であるが，写真のネガとポジの様なき

わだったコントラストをみせて描かれているのが 1馬子にも衣裳」の主人公，ターンデイな

仕立屋ヴェンツェル ・ストラピンスキーである。

みずから積極的に売り込みを策したジョンと対照的に，ストラピンスキイーはみずからは

特別なことは何もしないが結果的には，望外の幸運を握むことになる。つまり成行きにまか

せているうちに向うからとんとん拍子で幸運がころがりこんでくるのである。

ゼルトヴィラの仕立屋の親方が破産し，仕事も賃金も失った仕立屋のストラピンスキイー

は，一文無しではあったが「一張羅の黒い礼服の上に，ゆったりした鼠色のマントをはおっ

ていて，それには黒いビロードの折返しがついており，着ている人を何か高尚でロマンチッ
ひげ

クな風采に見せていた。J1そのうえ，長い黒い髪と口髭とは念入りに手入れが届いていて，

顔立ちは蒼白く，整っていた。」この身装りと容貌によって彼はゴノレダッハの町のひとびと

にポーランドの侯爵と思いこまれ，ついには知事の娘ネ ットヘンと婚約する。ところが陽気

な謝肉祭のパーティで，かつての親方にでくわし，いったんは全てが露見してしまうのであ

るが，賢明なネ ットヘンの意志によりめでたく結婚し，ゼノレ トヴィラで洋服屋兼呉服商をひ

らく。 1そのうち彼は肥って恰幅がよくなり，もはや夢想家らしく見えなくなった。年1年

と商売上手になり，熟練し， 相場にも成功して，彼の財産は倍に殖え，12， 3年後には，

妻のネッ トヘンがうんだ大勢の子供といっ しょに一家そろってゴルダ ッハにヲ|っ越し，そこ

で名望家となった。」めでたしめでたしで終っている。

ケラーは，ストラピンスキーをジョンのポジ像として摘し、ているといえるが，ストラピン

スキーにも「たとえそれがただ衣服の選択で‘あっても，自分を何か非凡な美しいものに見せ

たいという彼の生れつきの欲望」があったと書かれており，ジョンの様に意図的でないとは

いえ，これがひとびとをまどわし，結果的には自分を高く売りつけることになっている。

1I馬子にも衣裳」という題名はこの作品のテーマを適確にあらわしており，見せかけ，紛

飾にほんろうされる大衆の疎外状況をも見事にとらえているといえる。

伺

この短篇集1， 2巻を通じて最後に置かれている作品「失われた笑L、」には， 1870年代に

はすでにヨーロッパ全体をおおった資本主義勃興期の今日的な問題でもあるさまざまな弊害
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が，素朴な民主々義の国スイスをも侵害し，それに対する良心派のケラーの告発と批判が鮮

明に表出されている。拝金思想，投機欲，開発による自然破壊，さらには退敗した宗教問題

などがもりこまれている。

主人公ユクンジー〈ユクンドウス・マイエンタール〉は，母ひとり子ひとりの，遺産で生

計をたてている家庭の子である。他の作品の主人公が多かれ少かれ疎外された人間である中

にあって彼はもっとも人間らしさを保持している人物として描かれている。 しかし彼の婚約

者ユスチーネ・グロールは，資産家の娘であり，この二人の出身階層の違L、からくる生活信

条，感覚の相違がかれらの結婚生活を破綻させることになる。

ユスチーネの母親は娘の結婚に当って「まだ誰も成功したものもなく，財産をもっている
むこ

ものもないゼルトヴィラの人を婿にすることはできなし、」と考え，娘の恋を実らせまいとす

るが結局はそれを妨げることはできなし、。ユクンジーは結婚後材木商となる。資本主義の力

が，貨幣の力が，古い価値あるものを侵害してし、く様子は，例えば次の様に描かれている。

「どういう隙からか遂に誘惑と物慾とが忍び入り，広大な森の殴堂の中には，もう人知れず

死神が歩き廻っていて，森の泉沿いにしのびやかに歩いては骨ばかりの指でなめらかな木の

幹を叩いていた。 一一害悪も実は他国の商人達を通じてひそかに入ってきていたのである。」

古くからの遺産である村の森はどんどん開発され荒廃してし、く。ユクンジーはそれに心を痛

め「商売で相当な儲けがある一方，それはだんだんと恥ずべき事と思われ」るのである。そ

して記念碑的な一本の大樹さえも守ることができなかった時，彼は自責の念にさいなまれ石

炭商に商売替えをする。ユクンドウスの心情には明らかにケラーの時流への抵抗と批判の精

神が反映している。利潤追求のため金銭奴隷となることを拒否する人間としてユクンドウス

は描かれる。 r常に誠実を語り，他人の云うことも信じJr長い云い争いをしたり値切った
りすることは我慢がならぬこと，卑しむべきこと」と考える人聞が商人として破滅すること

は必定である。しかし， 妻のユスチーヌは「貧乏を単にそれだけで，何か悪いこと，軽蔑す

べきことの様に憎み蔑んだ」のである。だから，ユスチーヌは彼女の実家で，絹織業の実業

家として夫を再起させようと努力するが，金に人聞の魂を売り渡すことを拒否する人聞が，

商売で成功することはできない。ユクンジーは， 妻の実家で「自分の本当の居場所」がない

と感ずる。かくして彼等の家庭生活は崩壊する。 :そしてユクンジーは国民運動に，ユスチー

ヌは宗教的な慈善活動へと夫々別々の生活を始める。別れて活動する中で彼等は夫々に人間

的な成長を遂げ，深められた愛を穫得し再び共同の生活に戻るのである。ユスチーヌの成長

のために前提となったのはグロール家の経済恐流による破産であった。ケラーはこう書いて

いる。

「大洋の彼方のあの恐るべき経済恐慌が全実業界に勃発して，いかにも輩固に立っている

かに見えたグロール家をも突然兇暴に震憾したJr男達は日夜青い顔をして静まり返って計
算をしたり話しあったり した。そして家の秩序というものは航庫したかに見えた。時計はね

じのありたけ動いて止ってしまい.幾日もその撞になっていた後で，痛々しく悲しげに捲か

れたのだった。」そしてユスチーヌは， 信頼して止まぬ牧師が投機心にかられて， 林ーを買い

恐慌の波にほんろうされる姿を見て，確固たる信仰の基礎であった教会を失ってしまう。財

産も信仰も失って動揺するユスチーヌは，ユクンジーの魂をはじめて理解し，彼らは再び互

いに惹き合う愛の力で結び合わされるのである。
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付

ケラー C1819~ 1890) は，文字通りマルクス C1818~1883) やエンゲノレス(1817~1875)

の同時代人であった。しかし彼にはマルクスやエンゲ、ノレスへの傾斜はなかった。だが以上み

てきた通り「ゼルトヴィラのひとびと」の中には批判的リアリストとしてのケラーの面白が

躍如としている。 i最後に人類がこれまで譲渡不可能のものと考えていたあらゆるものが，

交換すなわち取引の目的物となり，譲渡されうるようになった時代が到来した。それは以前

には人に与えられこそすれけっ して交換されず，贈与されたが決して売却されず，取得され

たがけっして購売されることのなかったもの，すなわち，徳，愛，君、志，科学，良心等々 ま

で，つまりおよそありとあらゆるものが交易の目的物となるにいたった時代である。それは

普遍的腐敗の時代，何事も金次第の時代である。経済学上のことばで云えば，精神的，物質

的なありとあらゆる物が販売価値となり，もっとも正当な価値で値ぶみされるために市場に

はこびゆかれる時代J(fぷ了沼お鯉よ)をケラーは， まさに資本主義社会の 「放蕩息子」

として現実を直視しその内部から批判せずにはいられなかったので‘ある。

ケラーの文学を基本的に特徴づけるものとして，ルカーチは， 素朴なスイスのデモクラシ

ーと，フ ォイエルパッハの哲学を挙げ，これが当時のドイツ文学が埋没していった郷土的，

逃避的世界からケラーをへだてているとしている。これがケラーを「詩的リアリスト」では

なく「批判的リアリスト」たらしめている。

ケラーのリアリストとしての限は，初期資本主義社会に現われた疎外された人間と疎外状

況をするどく洞察し， しばしば独特のフモールによってそれを戯画化して描いている。そこ

からドイツ文学に他に類をみない愉快な文学の世界が創りだされている。

ケラーのスイスの素朴な民主々義と，フォイエルバ ッハの現世的人間主義に裏づけられた

ヒューマニズムは，圧迫された人間への同情，人聞を非人間化する社会の悪に対する批判を

形成しているが， しかし彼はそこからの出口をさししめすことができなかった。

(注〕

1. ケラーの著作のテキストは， Gottfried Keller : Samtliche Werke， Aufbau. Verlag Berlin (DDR) 

1961を用いた。翻訳には["ill:界文学大系79J筑摩書房， 1964 (メ ーリケ・ケラ一筋〕 の堀内明氏

訳ほかを参考にした。

2. マルクス=エンゲノレスからの引用は， Marx Engels Werke， Dietz Verlag Berlin (DDR) 1968 

によった。 ["全集」とあるのはこれであり， 巻数ページ数もこの全集のそれである。




